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星間物質からプラネテシマル形成に至る過程を理解する上で、彗星核という「冷蔵庫」に

保存されてきた塵に関する知識は、太陽系形成期の情報を得る上で重要な役割を果たす。

これまで、探査機によるその場測定やサンプルリターンミッション、また、地上観測や採

取された地球外起源固体微粒子の分析など様々な研究方法によって、彗星塵に関する有益

な情報がもたらされた。例えば、１９８６年のハレー彗星探査からは、シリケイトだけか

らなる塵や炭素質物質からだけなる塵の存在は否定された。しかし、これらの非現実的な

塵は、いまだに星間塵モデルとして人気が高く、ある観測結果を説明するのに都合がいい

場合には彗星塵のモデルとしてもいまだに用いられているのが現状である。こうした御都

合主義的なモデルでは、塵や彗星核さらに太陽系形成期の環境について完全に間違った認

識をしてしまう恐れがある。その一例が、デープインパクト観測結果の解釈であろう（山

本ら［１］参照）。本研究会においては、ありとあらゆるデータに矛盾しないモデルを構

築することで彗星塵の形成から進化までを理解しようとする我々の取り組みを紹介したい

（例えば［２］~［５］）。
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